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  ③ロボットと集団との円滑な相互作用を実現するためのシステム開発： 
  実フィールドでロボットが人々にサービスを提供する際には、同時に複数人との相互作用を行う必要がある。こ
れまで１対多の相互作用に注目した研究はほとんどなされていなかったが、本論文では集団の注意を制御する方
法を開発し、より円滑な１対多の相互作用を実現している。 
 以上のように、本論文は実フィールドで活動支援を行うコミュニケーションロボットを実現するための手法の提案
と、実フィールドでの実証実験を通じて開発したロボットシステムの有用性を検証している。また、本論文は、今後
実フィールドで活動支援を行うコミュニケーションロボット開発における基本問題を扱っており、これらの成果を基
に今後さらなる発展が期待できる。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
